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援助職のリカバリー

《12》
〜「承認欲求」との闘い〜

袴田 洋子

先日、大学院の授業のグループスー

パービジョンで、事例提供をしました。

スーパーバイザーは、あの奥川幸子先

生。初っ端から奥川先生に、「あなた、

この仕事、好き？」と質問を受けまし

た。私は、うーん、と考えて、「もう

看護師の経験よりケアマネジャーの

キャリアの方が長くなってしまって

…。今さら、看護師に戻れない、とい

うことは、時々考えたりします…」と

いうような答えをしました。正直、覚

えていません。以前からなのですが、

好きか、どうか、で、この仕事を考え

ると、どうにも答えが出てきません。

ただ、私自身は、「今、自分の持って

いるもので、誰かの役に立つことがで

きれば」と、ようやく最近、思うよう

になりました。「役に立つ」というの

は、団先生が言っていた言葉です。専

門職の持っているものを振りかざし

て、相手の役に立たないことをやらか

してしまうことが少なからずある場

面を目にしてきて、また、自分もやら

かしてきて、「相手の役に立つことを

する」という表現は、援助の業界に身

を置く者にとって、非常にわかりやす

い言葉ではないかと、最近、思うよう

になりました。自分は役に立つ人にな

っているのか、自問自答の日々は、自

身の実践を振り返るのに、ちょうどよ

い言葉のように思います。

称号「○○第 1 号」

訪問看護師として、初めて「地域実

践デビュー」した約２年後に介護保険

がスタート。管理者として、民間営利

企業でのケアマネジャー部門の立ち

上げに参加、相談援助職の人生が始ま

ったのもつかの間、社長と大げんかを

して社内に居づらくなり、市内の社会

福祉法人に就職したものの、またもや

上司との人間関係につまずき、短期間

で転職を繰り返すことのカッコ悪さ

を嫌って、平成 14年 10月、ケアマネ

ジャーとして、自宅で開業した私は、
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夫の給料に寄生しながら、「独立開業」

という、それほど響きが悪くはないよ

うな肩書きを持って、ケアマネジャー

業務を行っていました。

ケアマネジャーの報酬は、介護保険

法によって決められているのですが、

採算は全くとれません。原則的に、指

定事業所となるためには、法人格が必

要なため、社会保険に加入しなくては

いけません。家賃が発生しない自宅で

営業することで、ようやく手取り 20
万円くらい。もちろんボーナスも昇級

もなく、大学病院時代の年収と比べる

と 3分の 1程度、情けなくなるほどの

役員報酬でした。しかし、「独立型ケ

アマネジャー朝霞市内第 1号」という

ポジショニングは、そのみじめさを巧

みにカバーしました。

井の中の蛙「独立ケアマネ」

介護保険がスタートした後（今でも

一部では同様だと思いますが）、ケア

マネジャーはヘルパーステーション

や、デイサービスなどのサービス事業

所の「営業マン」的な役割を所属法人

から求められていたため、利用者が希

望するより過剰に自社サービスをケ

アプランに組み込むような実践をし

ている人などもいたようです。自社サ

ービスをケアプランにどれだけ取り

入れているかで、所属法人への「貢献

度をみる」と言われるなど、利用者の

意向より法人の意向を優先せざるを

得ないケアマネジャー業界において、

「独立型ケアマネジャー」は、その点

では、高い評価を得やすい存在でした。

しかし、怪しい部分もたくさんありま

す。ケアマネジメントというのは、ソ

ーシャルワークの手法のひとつです

から、ソーシャルワークを行う実践力

が当然求められるわけで、すなわち、

アセスメント、面接技法、クライアン

ト理解、家族システム、交渉力、調整

力、カウンセリング能力、社会資源調

査力などなど、看護師業務とは、まっ

たくの別物です。「相談援助」という

「言語で相手を援助する、支援する」

ための技術や知識、そして人間力がベ

ースに無くてはならない職業ですが、

勢いに任せて、ひとり開業した私は、

根拠のない自信のもとに、独立型ケア

マネジャーとして、鼻息荒く仕事を続

けていました。

ブログで、セキララに自己開示

自宅の一室で、ひっそりと独立ケアマ

ネ業をやっていた平成 17 年５月。独

立して 3年が経とうと言う時、小学校

からの幼馴染みから「最近、ブログを

やっているんだ〜」と聞きました。私

は、脊髄反射的に「あいつに出来るん

だったら、私にもきっと出来るはず

だ」と考え、自営業の強み（＝自由に

時間を使える）（＝仕事時間中でも、

ブログだのインターネットだの何で

もできる）を生かし、あっと言う間に

自分のブログを作りました。ブログの

タイトルは、「お気楽独立ケアマネト

レーダー日記」。最初は、まったりと

自宅でケアマネ業をしながら、ネット
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での株取引について、ちょろちょろ書

いている程度でしたが、徐々に、未熟

者ケアマネジャーの日々の徒然日記

となっていきました。そして、正直過

ぎるほどに、赤裸裸にケアマネジャー

の業務や気持ちを書いていくうちに、

徐々にブログを読んでくれる人が増

えていき、Google で「独立 ケアマ

ネ」で検索をかけると、私のブログが、

トップに表示されるようになりまし

た。

ブログで「承認欲求」が緩和！？

ブログを読み、コメントを書いてく

れる人が増えてくるにつれ、そこはか

とない満足感が生じてきました。いわ

ゆる「承認欲求」が満たされてきたよ

うでした。自分の未熟なケアマネ実践

を赤裸裸に綴っているブログを、多く

の人が聴いて（読んで）くれるのは、

とても気分が良いものでした。当時、

私は、自身のことを承認欲求が異常に

強いと思っていました。それは、幼い

頃、「一人っ子は、わがままで、甘っ

たれで、泣き虫」と言われ続けたこと

で、親や大人に甘えないようにして、

「一人っ子と思われないように」を至

上命題として、生き続けた名残のせい

だと考えました。常に「一人っ子」に

見られないように振る舞うことで、よ

うやく自分は認められるのだ、と子ど

も時代の思いを言語化した時、ずいぶ

ん頑張って生きて来たのだな、と少し

自分を労うことができました。甘える

ことを封印して生きて来た子ども時

代を送り、頑張った、頑張り過ぎた、

頑張り過ぎて、大人になった今、少し

不器用な生き方になってしまってい

る自分。だから今度は、少し誰かの助

けを借りるのはいいことではないだ

ろうか、と考えて、知人の紹介で、「コ

ーチング」を受けることにしました。

プロのコーチの「傾聴」を体験し、「人

を褒めること」の影響の大きさを再認

識しました。実は、コーチングを受け

る前から、ケアマネジャーとして「面

接」をしていく中で、「相手を褒める」

ということが、援助職にはとても重要

だと思うけれども、あまり上手にでき

ない、「相手を褒める」ということに

対して、苦手意識があることがわかり

ました。そして、意識して、利用者や

その家族を「褒める」ようにしていき

ました。しかし、今、考えると、「相

手を褒めなければならない」と意識す

る限りは、それは、やはり「お世辞」

の域を抜けていないように思われ、や

っぱり空回りの援助実践だったかな、

と、当時を振り返ります。


